
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―お仕事の内容を教えてください。
　パタゴニアという企業でアクティビ

ズムコーディネーターをしています。

アクティビズムコーディネーターとは、

「私たちは、故郷である地球を救うため

にビジネスを営む。」という企業のミッ

ションステートメントを、たくさんの

ステークホルダーの方々と一緒に実現

していくお仕事です。例えば、NGOな

どが環境問題の現場で行う取組を発信

する時のお手伝い、研究者や自治体、

他の企業、最近では若い世代とのネッ

トワーキング、そしてそれらに対する

パタゴニアとしてのリソース提供など、

幅広く企画を行っています。現在22あ

るストアそれぞれに配置されているア

クティビズム責任者や本社他部署も含

め、社内外の多種多様な方々と日々仕

事をしています。

―「企業」のあり様について、どの
ようなお考えでしょうか。
　これまで企業という存在の多くが自

社の利益もしくは経済発展の名のもと

に、人材、リソースを抱え込んでいた

とも思います。社員への投資の意味で

重要な役割を担っていた点もあります

が、優秀な人材が所属組織にとらわれ

ています。様々な社会問題が顕在化し

てくる中で、問題を発見、解決できる

登場人物が実社会に足りていません。

より多くの人材の参加が気候危機など

の解決には不可欠です。営利企業にい

る人でも、従来の経済合理性の文脈に

とらわれず、企業の外には社会が広が

っているという意識を持つことで景色

が変わります。このように考える個人

は増えていると思いますが、事業単位、

企業単位という意味ではまだ少ないの

が現状です。しかし、いずれは企業と

いう存在も社会に溶け込んでいき、社

員一人ひとりが市民としても幅広く活

躍できると思っています。

　実はNGOも同様かもしれません。

私自身、様々な団体と直接関わること

を通じて、個別の団体を支援・協働す

るだけではなく、NGOを囲む社会の

エコシステムの醸成が大切であること

に思い至りました。大小さまざまな組

織やグループがそれぞれのミッション

のもとゴールを目指す。そし

てそれらがお互いに関わり合

うことが、大きな力になると

信じています。

―パートナーシップを体現
されていますが、日常で大切
にされていることをお聞かせ
ください。

　立場が異なる中で、相手の話を「聴

く」ことを意識しています。同じ事柄や

体験も、その相手がなぜそのように表

現するのか、ありのままに受け取るこ

とが大事です。同じ気持ちでなくても

理解し共感することができます。また、

「学びあう」ことも重要です。様々な場

づくりにおいて経験豊富な方や専門家

をお呼びする場合も、一方的に講義で

はなく社会の一員として相互に学び合

うことによって、社会をより多面的に捉

えられます。

　気候危機のような喫緊の問題が叫ば

れていますが、健全な環境が人間にも

たらすお金や物質以外の豊かさがそも

そもあります。自然環境を守ることは、

貧困や福祉といった人間社会の問題に

もつながりがあります。私はいま直接

的に貧困や福祉などの問題にアプロー

チできていませんが、良い循環につな

がる自然と人との関係づくりを通じて、

一人の市民としても活動や仕事を続け

ていきたいと思います。
[聞き手：つな環編集部]
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問題の解決にむけ社内外の様々なステークホル
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会いのきっかけでもあるスキーを楽しみ、ボラ
ンティアでは、北海道に生息するシマフクロウ
の研究者ともに保護活動に参加。
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多様な主体が参加するワークショップを企画運営
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